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10月1日（土）、鳥栖北小学校で運動会が開催されまし
た。今年度は晴天に恵まれましたが、雨天延期になった場
合に予備日を日曜に設定するため、土曜日の開催となり
ました。
3年ぶりに来賓の方も迎え、赤団・黄団・青団とも暑い中で
一生懸命に練習した成果を十分に発揮しました。
特に6年生は運動会の運営や応援団のことなども立派に
やり遂げ、成長した姿が見られました。

鳥栖北小学校

運動会

10月8日（土）、2つのまち協と鳥栖中が合同で公道の清掃
活動を行いました。今回は翌週に控えた「とす長崎街道まつ
り」に合わせ、総勢約150名が4つのコースに分かれて
長崎街道沿いを中心にゴミ拾いをしました。
あまりゴミは落ちておらず、きれいな町並みで
すが、皆さんのご協力の甲斐あって可燃ごみ
10ｋｇ、不燃ごみ10ｋｇが集まりました。
参加して下さった皆さま、お疲れ様でした。

鳥栖北地区まち協・鳥栖地区まち協・鳥栖中学校

クリーンアップ大作戦

10月16日（土）、3年振りに開催された「とす長崎街道まつり」に合わせ、
鳥栖北まち協では長崎街道沿いの5か所（水影天神社・外町エビス・外
町天満宮・上町エビス・田代八坂神社）をめぐるウォークラリーを開催し
ました。直前まで雨が心配されましたが、当日には汗ばむほどの快晴と
なり、長崎街道はたくさんの人で賑わっていました。住み慣れた町の中
でも、知らないことや場所がまだまだあり、わざわざ歩いた甲斐があった

と話される参加者もおられました。最後に、センターに戻り
茶道教室の子ども達からお抹茶とお菓子のおもてなしを
受けて解散となりました。
3年前からの構想がようやく今年度に初めて実現した事
業で、不慣れでご迷惑も多々お掛けしましたが、
参加して下さった皆さま、ありがとうございました。
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長崎街道「秋の爽やか北さんぽ」

高橋義希さんも
サプライズ登場！



長崎街道とは江戸時代に長崎と小倉を結んだもので、別名シュガーロードとも
呼ばれ、宿場町などがあった場所です。鳥栖地域の田代・轟木宿にもオランダ使
節のカピタン（商館長）行列や、任務のため往来する長崎奉行・幕府役人やある
いは商人などが盛んに往来・宿泊していました。

長崎街道

次回は
元町･轟木町です

西町エビス

明治22年鉄道敷設時に、旧鳥栖駅がこの付近に設
置され、駅前が東町・西町に分かれます。
西町には2か所のエビス様が祀られています。東側の
エビス様は鉄道敷設と同じ明治22年に勧請され、野
下ポンプ店にあります。当時としては最新技術のコ
ンクリート造でしたが、120年以上経った今ではか
なり風化が進んでいます。
もう1体は昭和10年（1935）に勧請されたエビス様
が、轟木工務店脇にあります。篤志家7人で建てまし
たが、轟木家以外は転居しています。台座が長いの
は当初大黒様と並んでいましたが、昭和20年頃に大
黒様が盗難にあったためです。1月10日には両家と
も酒・鯛・餅などをお供えして祀っています。

貞享二年(1685)に神社の眷属神（神の使い）
である、秋葉三尺坊の御輿 が、東海道沿いに京
都と江戸に向かって渡御したため、治安を乱すと
して幕府が禁令を発しましたが、この事件が噂を
よんで全国的に流行し庶民の信仰を集めました。
このような世相の中、当時の今町(現秋葉町)は

度々火災が発生し、町民はその対策に苦慮してい
ました。なかでも享保年(1716～1736)の大火で
は町中の殆どの家屋が焼き尽くされ、人々は零落
し、大変悲惨な目に遭ったため、「町内繁栄・安
全、且つは火鎮めの為、遠州秋葉山大権現(秋葉
三尺坊大権現)今町之内に勧請仕り度く祈念仕
り」として秋葉講を設けるとともに寛政年中
(1789～1801)その御神体を申し請け、神社を建
立するに至ったそうです。

けんぞく

※秋葉神社

※秋葉三尺坊の御輿…頭は迦楼羅天（鳥頭人身、翼もある仏法守護神）で
身体や持ち物は不動明王、白狐に乗っていて飛行神通自在とされる。
天狗とも観音菩薩の化身ともされる。火伏せの神として信仰される。

さんじゃくぼう みこし かるらてん

静岡県の秋葉総本殿可睡斎の三尺坊

西町エビス（西側）
轟木工務店脇

西町エビス（東側）
野下ポンプ店


